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審 査 の 結 果 の 要 旨
　大規模エージェントシステムの効率性維持のための制御手法について，故障の発生を全面的に前提として
取り組んでいる。システムのスループットに直接影響するボトルネックについて，その高効率動作を維持す
るためのエージェント協調的情報伝播法を提案した点が評価できる。今後，多様な分野に適用できるという
汎用性の確認および提案手法の有効性を客観的に評価する定式化について研究することが期待される。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
